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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  造影剤の注入状態を客観的に理解できる表示
が可能な超音波診断装置を提供する。
【解決手段】  上記課題は、超音波造影剤の注入を示す
注入マークを生成する注射マーク生成部１２と、注射マ
ーク生成部１２に生成された注射マークとキャラクタデ
ータ生成部１１から生成されたキャラクタデータを合成
するグラフィック合成部１３とからなるグラフィックデ
ータ生成部１の出力と超音波画像とを合成してモニタ部
５に出力することで解決される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送信するとともに、被
検体からの反射エコーを受信する探触子と、この探触子
に超音波を送信させるように駆動するとともに、前記反
射エコーを信号処理する超音波送受信部と、この超音波
送受信部に信号処理されたエコー信号を超音波画像に走
査変換するスキャンコンバータ部と、このスキャンコン
バータ部に走査変換された超音波画像を表示するモニタ
部とを備えた超音波診断装置において、超音波造影剤の
注入を示す注入マークを生成する注射マーク生成手段
と、この注射マーク生成手段に生成された注射マークと
前記超音波画像と合成して前記モニタ部に合成出力する
合成出力手段とを備えたことを特徴とする超音波診断装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、超音波造影剤が注
入されるタイミングと超音波画像とを対応して表示、記
録可能な超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、超音波診断装置では、血管や心臓
などの循環器の診断に気泡状の造影剤を用いられてい
る。
【０００３】その造影剤を用いるタイミングを超音波画
像と対応づけることが次の手順で行われている。超音波
診断装置は、患者情報や診断部位、探触子位置、コメン
ト等の画像付帯情報を超音波画像と同時に操作者の操作
によって表示できるようになっている。
【０００４】①被検体に超音波造影剤を注射や点滴によ
って注入されたことを操作者が認識する。
②認識したと同時に、上記画像付帯情報のうちのコメン
ト表示機能を利用して、造影剤の注入の開始を示す
「S」などを超音波画像とともに表示させるように
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来技術
は、上記操作を行った操作者にしか理解できない画像付
帯情報であり、この画像付帯情報が付帯された超音波画
像を記録し、他の操作者がその記録画像を後で診断する
ことを困難にさせるおそれがあるという問題があった。
【０００６】また、上記操作を行った操作者であって
も、操作者が操作したことを忘れるほど後で上記記録画
像を参照するときは、コメントの意味が理解できないお
それがあるという問題があった。
【０００７】一方、操作者がコメントを他の操作者や将
来の自身のために、「INJECT  START」など完成度の高
いコメントにする方法も検討できるが、患者数並びに検
査数の多い現状ではスループットを抑制することの一因
となり、この方法は現実的でない。
【０００８】そこで、本発明の目的は、造影剤の注入状
態を客観的に理解できる表示が可能な超音波診断装置を
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提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的は、被検体に超
音波を送信するとともに、被検体からの反射エコーを受
信する探触子と、この探触子に超音波を送信させるよう
に駆動するとともに、前記反射エコーを信号処理する超
音波送受信部と、この超音波送受信部に信号処理された
エコー信号を超音波画像に走査変換するスキャンコンバ
ータ部と、このスキャンコンバータ部に走査変換された
超音波画像を表示するモニタ部とを備えた超音波診断装
置において、超音波造影剤の注入を示す注入マークを生
成する注射マーク生成手段と、この注射マーク生成手段
に生成された注射マークと前記超音波画像と合成して前
記モニタ部に合成出力する合成出力手段とを備えたこと
を特徴とする超音波診断装置によって達成される。
【００１０】
【発明の実施の形態】本発明の超音波診断装置の好適な
実施形態について図面を参照して説明する。
【００１１】図１は本発明の超音波診断装置に採用する
グラフィックデータ生成部を示す図、図２は図１のグラ
フィックデータ生成部を含むＤＳＣ部を示す図、図３は
図２のＤＳＣ部を含む超音波診断装置を含む超音波診断
装置を示す図、図４は図３の超音波診断装置の表示例を
示す図である。
【００１２】本実施形態の超音波診断装置は、図３に示
すように、探触子３と、超音波送受信部４と、デジタル
スキャンコンバータ（DSC）部２と、モニタ部５と、ビ
デオカセットレコーダ（VCR）６と、インジェクタ７
と、インターフェース部８と、操作卓９と、CPU部１０
とを有している。
【００１３】探触子３は被検体（図示しない）に当接さ
せ被検体内に超音波を送信するとともに、被検体からの
反射エコー信号を受信する。超音波送受信部４は探触子
３を駆動して超音波を送信可能とすると共に、探触子３
に受信されたエコー信号を整相する。DSC部２は超音波
送受信部４に整相されたエコー信号を超音波画像に変換
すると共に、該変換された超音波画像に対応づけるよう
な画像付帯情報を生成し、超音波画像と画像付帯情報を
合成あるいは重畳する。この画像付帯情報は例えば操作
者の操作卓９への入力情報がCPU１０を介して引き渡さ
れることにより生成する。モニタ部５は前記超音波画像
と前記画像付帯情報とを合成あるいは重畳したものを表
示する。VCR６はモニタ部５に表示されているものと同
じ情報（DSC２からの出力）をビデオ信号として取り込
んで録画可能な記録装置であると共に、モニタ部５との
接続がDSC２の出力とVCR６の出力とを切り替え可能とな
るようになっているので録画したビデオ信号を再生する
再生装置でもある。インジェクタ７は被検体内に超音波
造影剤を操作者の任意のタイミングで注入できる自動注
入器で、被検体へ造影剤を注入すると、その注入したこ
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とを示す信号が出力できるようになっている。具体的に
は、注射器のシリンダ部が押圧されたらシリンダの変位
を検出する検出器があって、その検出器がシリンダの変
位の情報を電気信号として出力できるようになってい
る。Ｉ／Ｆ部８はインジェクタ７からの注入信号をCPU
部１０に識別できるように引き渡す。操作卓９は操作者
がCPU部１０に診断に供する超音波画像が表示されるよ
うにするとともに、画像付帯情報などの各種パラメータ
を設定する。CPU部１０は操作卓９からのパラメータに
基づき超音波送受信部４の超音波の送受信、DSC部２の
受信エコー信号から超音波画像への変換および画像付帯
情報の生成並びに超音波画像と画像付帯情報との合成を
制御すると共に、Ｉ／Ｆ部８からの注入信号を識別す
る。
【００１４】また、図３の超音波診断装置のDSC部２の
詳細構成は、図２に示すように、走査変換部２１と、画
像メモリ２２と、グラフィック生成部１と、画像合成部
２３とからなる。
【００１５】走査変換部２１は超音波送受信部４に整相
されたエコー信号を超音波画像に変換する。画像メモリ
２２は走査変換部２１に変換された超音波画像を記憶す
る。グラフィックデータ生成部１は画像メモリ２２に記
憶された超音波画像に対応する画像付帯情報を生成す
る。画像合成部２３は画像メモリ２２に記憶された超音
波画像とグラフィックデータ生成部１に生成された画像
付帯情報とを合成する。
【００１６】さらに、図２のグラフィックデータ生成部
１の詳細構成は、図１に示すように、キャラクタデータ
生成部１１と、注射マーク生成部１２と、グラフィック
合成部１３とからなる。
【００１７】キャラクタデータ生成部１１は画像メモリ
２２に記憶された超音波画像に対応する患者情報や診断
部位、探触子位置、コメント等の各種の画像付帯情報を
生成する。注射マーク生成部１２は、図４に示すよう
に、造影剤注入に合わせて表示される注射マークを生成
する。具体的には、グラフィックジェネレータと呼ばれ
るグラフィックデータ生成器があって、Ｉ／Ｆ部８から
の注入信号に基づき超音波造影剤の注入状態によって注
射マークをその都度生成すればよい。
【００１８】また、造影剤が注入されているか否かをだ
けを表示すればよい場合は、注射マークを記憶するROM
などのメモリを増設しておけばよい。グラフィック合成
部１３はキャラクタデータ生成部１１に生成された画像
付帯情報と注射マーク生成部１２に生成された注射マー
クを合成する。
【００１９】次に、本実施形態の超音波診断装置の動作
について説明する。 *
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*【００２０】探触子３によって受信された被検体からの
反射エコー信号は、超音波送受信部４によって整相さ
れ、DSC部２によって超音波画像に変換される。DSC部２
は、また前記変換された超音波画像に対応づけるような
画像付帯情報を生成し、超音波画像と画像付帯情報を合
成あるいは重畳する。モニタ部５は前記超音波画像と前
記画像付帯情報とを合成あるいは重畳したものを表示す
る。VCR６はモニタ部５に表示されている前記超音波画
像と前記画像付帯情報とを合成あるいは重畳したものを
ビデオ信号として取り込んで録画する。VCR６はまた録
画したビデオ信号を再生する。操作者はインジェクタ７
に所望のタイミングで造影剤を注入させる。これに合わ
せて、インジェクタ７のシリンダ部の変位信号が出力さ
れ、Ｉ／Ｆ部８を介してCPU部１０に引き渡される。CPU
部１０はインジェクタ７の変位信号を元に、注射マーク
生成部１２を作動させる。生成された注射マークは、キ
ャラクタデータ生成部１１からの出力とグラフィック合
成部１３によって合成され、さらに画像メモリ２２の出
力とグラフィック合成部１３の出力が画像合成部２３に
よって合成され、図４に示される表示例のように、造影
剤注入（注射）マークと超音波画像とが合成表示され
る。
【００２１】以上のように構成されたので、本実施形態
の超音波診断装置は、超音波造影剤の注入を示す注入マ
ークを生成し、その注射マークと超音波画像とを合成し
てモニタ部に出力することで、造影剤の注入状態を客観
的に理解できることとなる。
【００２２】また、超音波造影剤の注入についてインジ
ェクタを用いて説明したが、操作者やその介助者が被検
体に注射器で注射する場合、注射器で被検体に注射した
ことを操作卓に入力すれば、CPUを介して注射マークが
表示されるようにすればよい。
【００２３】
【発明の効果】本発明は、造影剤の注入状態を客観的に
理解できる表示が可能な超音波診断装置を提供するとい
う効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の超音波診断装置に採用するグラフィッ
クデータ生成部を示す図。
【図２】図１のグラフィックデータ生成部を含むＤＳＣ
部を示す図。
【図３】図２のＤＳＣ部を含む超音波診断装置を含む超
音波診断装置を示す図。
【図４】図３の超音波診断装置の表示例を示す図。
【符号の説明】
１…グラフィックデータ生成部、１２…注射マーク生成
部、１３…グラフィック合成部
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